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女を規定し,また女も呪縛されていた数々の女代名詞……

そこから己れを放ち,女から女たちへとよびかける指標を,

婚姻制度の解体,エ ロス希求の労働にみてきま した。 そ し

て,も う一つ,大切な手がかりとして女の肉体論 を加 えま

す。女のからだにこそあわせた社会形態の実現を,女の倶1か

ら発言する時だと考えます。


